
平成２７年度
岡山県学力・学習状況調査

調査結果を活用した授業改善のポイント

岡山県教育庁義務教育課



算 数 ・ 数 学



問題とその結果を活用する視点の例
①義務教育９年間の学力について、系統的に診断する。
（個人の習熟の推移・カリキュラム構成等の小中連携）

②授業改善の方向性について、共通理解を図る。

調査問題・入試調査を実践につなげる視点

調査問題 把握できること 授業実践

①正答率 実態把握 指導計画

②解答類型と反応率 学習の到達度 指導法
教材開発③出題の趣旨 育みたい力

測定主導の学習指導は、学習の改善(差の縮小)に
効果があり、教師も生徒も明確に定義された目標達
成のための努力を集中できる。

１ 調査問題を授業改善につなげる視点



２ 設問ごとの状況

平均正答率 ６３．４％

平均
正答率

観点別平均正答率

数学的な
考え方

技能 知識･理解

63.4 59.2 73.7 53.6

(57.7) (51.0) (60.3) (57.0)



３ 結果の概要

○全体の正答率が向上し、昨年度に比べて技能に関わる
問題を中心として、全体的に改善が見られる。
○本県の課題となる内容を、同一問題・類似問題として出題
した結果、６問のうち５問で正答率の伸びが見られる。
伸びた５問のうち３問は１０％以上の大幅な伸びが見られ
改善が見られる。

○必要な情報を読み取り、目的に応じて、数学的に問題を
解決し、その方法を説明することについては、依然として
課題が見られる。

成果

課題



４

客観的なデータに基づいて、児童生徒の実態を把握し、
基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図りましょう。

H27 岡山県学力・学習状況調査の正答率 過去の出題と正答率

設問番号 設問の概要 正答率 出題 問題 正答率

１（１） 類似
小３ 200－93

91.1% H25全 243－65 86.1%
(同一)到達度確認テスト小３_５

１（２） 類似
小４ 10.5＋2.9 93.8% H25全 0.75＋0.9 61.1%
(同一)到達度確認テスト小４_10

１（３） 同一 小４ 80－30÷5 83.2% H21全 80－30÷5 64.4%

１（４） 類似
小６

92.0%
H26全

(中)
85.1%

(同一)到達度確認テスト小６_３

２（１） 同一 小５
2Lを3等分した
1つ分の量

57.6% H22全
2Lを3等分した
1つ分の量

33.9%

①基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得する
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５ ②四則計算の意味の理解を理解する

県調査 Ｈ２７ ２（５）

ある教室の面積は80㎡です。この教室
に40人の生徒がいるとき，1㎡あたりの
生徒の人数を求める式はどれですか。
次の１から４までの中から1つ選んで，
その番号を書きなさい。

1 1.8%

2 2.6%

3 56.9%

4 ○ 38.0%

4080

立式の考え方や計算の意味を理解できるように、
思考の過程を丁寧に指導しましょう。

8040

4080

8040

県調査 Ｈ２７ ２（１）

2Lのジュースを3等分すると，
1つ分の量は何Lですか。
答えを分数で書きなさい。

1 ○ 47.8%

2 12.6%

3 17.9%
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６ ②四則計算の意味の理解を理解する

県調査 Ｈ２７ ３（１） 1 24.5%

2 ○ 53.2%

3 16.0%

4 5.1%

たけしさんと妹の量の比が4：3となるよ
うに630mLのジュースを分けます。
たけしさんのジュースの量を求める式
はどれですか。次の１から４までの中から
1つ選んで、その番号を書きなさい

4

3
630

7

4
630

630:3:4 x

630:4:7 x

数量関係を図などに表現する機会を大切にしましょう。

県調査 Ｈ２７ ３（１）
2

21.0
%

4 ○
64.2

%



７ ③図形の性質や数量関係の定義の理解を理解する

県調査Ｈ２７ ２（２）

きちんと理解していないと、事象を表面的に捉える傾向にあります。
数学的活動を取り入れ実感を伴わせながら理解させましょう。

1
xの値あたいが1ずつ増える
と，yの値が減っているので，
yはxに反比例しています。

41.0
%

4 ○
xの値とそれに対応するyの値の
積が，いつも決まった数なので，
yはxに反比例しています。

35.7
%

県調査Ｈ２７ ５（１）

1 ○
77.6

%

2
15.7

%

この展開図を
組み立てたとき
の見取り図



８

身近な事象を教材と
して学習することで、
興味・関心を高めら
れたり、数学の有用
性を感じたりすること
ができます。

県調査 Ｈ２７ ７（１） 県調査 Ｈ２７ ７（２）

④日常生活の事象を数理的事象として考察する

線対称な図形とその性質
「岡山城のパンフレット記載の家紋」

岡山城の高さ
「縮図や拡大図」



９

思考力・判断力・表現力等の育成を図るために、各領
域の内容を総合したり、日常の事象や他教科等の学
習に関連付けたりすることが求められます。

県調査 Ｈ２７ ８

伴って変わる２つの数量の関係
「倉敷美観地区の建物のなまこ壁」

３枚の正方形のまとまりに着目して
式や言葉を使って説明しなさい。

＜授業例＞
①導入 めあて：気付いた規則を、

言葉や式などを使って説明する。
②展開 自分の考えを図示するとともに、

図示に合わせた記述をする。
また、互いに考えを説明する。

③終末 まとめ：数的処理の良さについて。

④日常生活の事象を数理的事象として考察する力



１０

県調査 Ｈ２７ ５（１） 県調査 Ｈ２７ ８

正答率 無解答率

６６．４％ ７．３％

正答率 無解答率

６６．６％ １３．８％

模範解答を示すと無解答率は低くなります。また、正答率から、
授業での模範解答の板書の効果も考える必要があります。

⑤見通しをもち筋道を立てて考え、表現する力



13

１１

調査問題を活用した授業例 Ｈ２７ ５（１）

えみさんの説明の仕方を参考に、ひし形の面積のいろいろな
求め方を考え、その考えを言葉と式を使って説明しましょう。

① 導入 めあて：図示した方法で、言葉と式を使って説明する
② 展開 自分の考えたことを記述し、グループで説明をする
③ 終末 めあての達成度など、教師からの話を聞いて整理する

教師が説明して理解させようとするだけではなく、
児童生徒が主体的に考え、表現（記述・口述）する
機会を与えることで、理解がより深まります。

⑤見通しをもち筋道を立てて考え、表現する力



過不足なく説明することに課題

1. どのような「問題」がつまずきやすいのか。
①結論が示されている場合，考察の視点
がはっきりする。

②結論を自分で考える場合，考察の視点
がはっきりせず，何をするのかがわから
ない。

2. 指導者が、どう説明する必要があるのか
について、理解しているか。

言語（書く）活動は、適切な支援が大切です。

調査結果から見える「書く活動」の留意点１２



① 「何を教えるか（学ぶか）」という、知識の質・量の改善に加え、
「どのように学ぶか」という、学びの質や深まりを重視する。

② 学びの成果として「どんな力が身に付いたか」という視点が重要。

付けたい力を明確にする。（指導と評価の一体化）
○教 師→「めあて」を達成するために支援する。
○児童生徒→「めあて」を達成した姿を目指して活動する。

学ぶ過程で、児童生徒に
自分の考えを持たせて
表現させることが大切です。
○発問の工夫
○活動の手順や時間を提示
○表現することへの具体的な支援

調査結果から見える「書く活動」の留意点１３

「とりあえず、話し合ってみよう。」
「何でもいいから書いてみよう。」
教師が具体的な指示せず、いきな
り活動をさせていませんか？



本調査問題は、県下の小・中学校の先生方が小中
連携をより一層進めるために必要な課題を、共有す
る資料になります。

＜次の視点で授業を考えてみましょう＞

○調査結果から、児童生徒の実態を把握した授業
◆小学校は、定着が難しい領域の問題への対策を。
◆中学校は、入学時の学習の定着具合から授業計画の参考に。

○言葉を正確に理解すること・的確に用いることを大切にした授業
◆「例」」として適切なものが少ないことで、生徒の理解がスムー
ズに進んでいないのではないか。

◆「それ」「あそこ」などの言葉で、曖昧な説明になっていないか。
◆間違った言葉･用語を使っていないか。

○「ねらい」を達成するための展開を工夫した授業
◆ペア学習、グループ学習、習熟度別学習
◆ＩＣＴの活用、教材・教具の開発、ワークシートの利用

１４ まとめ


